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『
長
岡
郷
土
史
』
執
筆
要
項

令
和
四
年
五
月
二
十
八
日
改
定　

一　

原
稿
の
分
量

　

原
稿
の
分
量
は
論
考
一
編
に
つ
き
、
四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙
換
算
で

三
〇
枚
以
内
で
す
（
図
・
表
・
写
真
な
ど
を
含
む
）。
提
出
方
法
は
原

稿
用
紙
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
で
事
務
局
に
持
参
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

二　

掲
載
方
法

　

㈠　

判
型

　

Ｂ
五
判
、
縦
書
き
。
一
ペ
ー
ジ
は
二
八
字
×
二
五
行
×
二
段
組
＝

一
四
〇
〇
字
。
文
字
の
大
き
さ
は
原
則
と
し
て
一
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

㈡　

本
文
の
見
出
し

　
　
　

次
の
よ
う
に
統
一
し
ま
す
。

　
　
　

章
…
…
一　
　
　

節
…
…
㈠　
　
　

項
…
…
ア

　

㈢　

注

　

本
文
へ
の
注
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、（
１
）（
２
）（
３
）
と
半

角
の
記
号
で
、
本
文
当
該
箇
所
の
右
肩
に
示
し
、
論
文
末
に
一
括
し

て
く
だ
さ
い
。
注
は
九
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

㈣　

引　

用

　

他
の
文
献
な
ど
か
ら
引
用
を
行
う
場
合
に
は
、
著
作
権
に
触
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
必
ず
そ
の
出
典
を

明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
引
用
部
分
は
「　

」
と
す
る
な
ど
し
、

明
確
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
考
文
献
は
、
論
考
末
に
一
括
し
、
著
者
名
、
書
名
（
ま
た
は
論

文
名
、
掲
載
誌
名
）、
出
版
社
名
、
和
暦
発
行
年
の
順
に
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

㈤　

用
字
・
用
語

　

原
則
と
し
て
常
用
漢
字
と
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

　

年
号
、
月
日
お
よ
び
そ
の
他
の
数
字
は
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
用

い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、年
号
は
原
則
と
し
て
和
暦
と
し
、適
宜
カ
ッ

コ
で
西
暦
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
数
字
の
表
記
は
、
年
代
・
年
齢
な
ど
の
時
間
の
概
念
を
あ

ら
わ
す
場
合
は
「
十
」
を
用
い
、数
値
を
あ
ら
わ
す
場
合
は
「
一
〇
」

な
ど
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

㈥　

図
、
表
、
写
真

　

図
、
表
、
写
真
は
挿
入
場
所
を
原
稿
に
指
示
し
て
く
だ
さ
い
。
写

真
は
プ
リ
ン
ト
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
原

則
返
却
し
ま
す
）。

　

図
、
表
、
写
真
の
印
刷
は
す
べ
て
白
黒
と
な
り
ま
す
。

　

図
、
表
、
写
真
等
を
他
の
著
作
物
か
ら
引
用
す
る
場
合
に
は
、
出

典
を
必
ず
明
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
原
著
者
ま
た
は
著
作
権
保
持
者
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か
ら
の
使
用
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　

図
、
表
の
番
号
は
、
図
１
、
表
１
の
よ
う
に
示
し
、
図
と
表
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
通
し
番
号
を
つ
け
、タ
イ
ト
ル
も
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

三　

そ
の
他

　

㈠　

修　
　

正

　
『
長
岡
郷
土
史
』
執
筆
要
項
に
従
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
長
岡
郷

土
史
編
集
委
員
会
で
修
正
を
行
い
ま
す
。

　

㈡　

抜
き
刷
り

　

抜
き
刷
り
が
必
要
な
場
合
は
、
投
稿
者
が
直
接
、
印
刷
所
と
交
渉

し
て
く
だ
さ
い
（
そ
の
費
用
は
執
筆
者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

　

㈢　

見　
　

本

　

編
集
委
員
会
事
務
局
に
見
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

各
論
考
は
、
各
執
筆
者
の
責
稿
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
執
筆
内

容
・
引
用
文
献
・
図
版
に
か
か
る
御
質
問
等
に
つ
い
て
は
、
各
執
筆

者
に
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

（
編
集
委
員
会
）

　
　
　

郷
土
史
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

　
　
　
　
　
　

ご
入
会
く
だ
さ
い

　

会
費
は
年
間
三
千
五
百
円
で
、
会
誌
一
部
を
贈
呈
、
本
会
の
諸
活
動
の
ご

案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

入
会
の
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

長
岡
郷
土
史
研
究
会
事
務
局　

（
長
岡
市
歴
史
文
書
館
内
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

住　

所　

〒
九
四
〇

－

〇
八
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
市
長
倉
西
町
四
五
八

－

七

電　

話
（
〇
二
五
八
）
三
六

－

七
八
三
二　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
五
八
）
三
七

－

三
七
五
四　

　

会
員
の
皆
様
へ

　

お
知
り
合
い
の
方
で
、
郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
お
持
ち
の
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
を
お
教
え
い

た
だ
け
れ
ば
、
事
務
局
か
ら
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。




